
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

八
月
二
十
二
日
付
第
一
八
一
号

政
府
調
達
第
一
六
〇
号
三
二
ペ

一
六
〇
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
第
一
八
二
号
六
四
ペ
ー
ジ
×
同
日
付

ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

五
四
一
〇
〜
一
一
児
童
福
祉
法
施
行

令
第
二
十
五
条
の

十
二
第
二
項
及
び
児
童
福
祉
法
施
行

令

〃
〃

〜

終
り
か
ら

二
四
四
上

一
八
号
）
第
二
十
五
条

の
十
二
第
二
項
及

び

号
）

〃

〃
〃
一
七

JÅÅ¢ÅÅK

児
童
福
祉
法
施
行

令

〃

〃
〃
一
三

児
童
福
祉
法
施

行
令
第
二
十
五

条
の
十
二
第
二

項
及
び

終
り
か
ら

二
四
四
上

七
二

令

児
童
福
祉
法
施

行
令
（
昭
和
二
十

三
年
政
令
第
七
十

四
号
。
以
下「
令
」

と
い
う
。）

〃

〃
〃

六
別
表
第
二

別
表

二
四
四
下

一
別
表
第
二

別
表

〃

〃
六
〜
七
別
表
第
一
の
二
の

項
中
「
第
二
十
五

条
の
十
二
第
一
項

第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
二
十
五

条
の
十
二
第
一
項

第
二
号
又
は
第
四

号
」
と
し
、
別
表

第
二
の
二

別
表
の
二

二
四
四
下

一
〇
号
）
第
二
十
五
条

の
十
二
第
二
項
第

三
号
及
び

号
）

〃

〃

一
一

JÅÅ¢ÅÅK

児
童
福
祉
法
施
行

令

〃

〃

一
五

児
童
福
祉
法
施

行
令
第
二
十
五

条
の
十
二
第
二

項
第
三
号
及
び

二
四
四
下

二
〇
二

児
童
福
祉
法

施
行
令

児
童
福
祉
法
施

行
令
（
昭
和
二
十

三
年
政
令
第
七
十

四
号
）

〃
〃
一
五
〜

一
六
児
童
福
祉
法
施
行

令
第
二
十
五
条
の

十
二
第
二
項
第
三

号
及
び

児
童
福
祉
法
施
行

令

平成™›年Ÿ月™™日 水曜日 第œŸ� 号官 報

二
四
四
ペ
ー
ジ
下
段
一
八
行
目
か
ら
一
九
行
目
ま
で
を

削
除
す
る
。

二
四
四
ペ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
四
行
目
か
ら
終
り
か
ら

一
行
目
ま
で
を
削
除
す
る
。

二
四
四
ペ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
一
一
行
目
か
ら
終
り
か

ら
八
行
目
ま
で
を
削
除
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
（
号
外
第
七
十
四
号
）
厚

生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号
（
児
童
福
祉
法
施
行
令

第
二
十
五
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
三
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
家
計
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
平

均
的
な
支
出
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
）

（
原
稿
誤
り
）

同
日
（
同
号
外
）
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
九
号

（
児
童
福
祉
法
施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
三

号
及
び
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
食
事
及
び
居
住
に
要
す
る
費
用
以
外
の
そ
の
他
日
常

生
活
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
額
）

（
原
稿
誤
り
）

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
（
号
外
第
七
十
四
号
）
目

次
欄
中

（
原
稿
誤
り
）

合
併
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
三
栄
総
合
建
設
株
式
会
社
と
合
併
し
て
解
散

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有

す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
四
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
上
寺
四
四
番
地
二

石
原
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

糸
永

哲
夫

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
鄭
武
壽

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
一
六
番
四
号

J
a
p
a
n
In
v
e
stm

e
n
ts

P
te
.
L
td
.

日
本
に
お
け
る
代
表
者

鄭

武
壽

限
定
承
認
公
告

本
籍
宮
城
県
仙
台
市
泉
区
明
石
南
二
丁
目
二
二
番
地

四
、
最
後
の
住
所
宮
城
県
仙
台
市
泉
区
明
石
南
二
丁

目
二
二
番
地
の
四

被
相
続
人

亡

長
坂

悟

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
五
月
十
七
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日
仙
台
家
庭
裁

判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者

及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
片
平
一
丁
目
一
番
一
一
号

カ
タ
ヒ
ラ
ビ
ル
三
階

佐
藤
興
治
郎
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
長
坂
泰
代

代
理
人
弁
護
士

金
成

有

株
式
交
換
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
を
効
力
発

生
日
と
し
て
、
株
式
交
換
に
よ
り
、
住
友
金
属
パ
イ
プ
エ

ン
ジ
株
式
会
社
（
乙
、
大
阪
府
堺
市
堺
区
出
島
西
町
二
番

地
）
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
取
得
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
株
式
交
換
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権

者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）h

ttp
://w

w
w
.n
sc
-
e
n
g
.c
o
.jp

/

（
乙
）
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付
官
報
（
号
外
第

一
六
一
号
）
八
十
三
頁

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
五
番
一
号
大
崎
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

高
橋

誠

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
第

二
種
金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。金

融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
赤
坂
六
丁
目
四
番
一
八
号

株
式
会
社
レ
ア
ル
シ
エ
ル
ト

代
表
取
締
役

新
山

勝
己

限
定
承
認
公
告

本
籍
福
岡
県
柳
川
市
三
橋
町
柳
河
五
五
六
番
地
、
最

後
の
住
所
福
岡
県
み
や
ま
市
瀬
高
町
上
庄
七
九
〇
番

地
二

被
相
続
人

亡

竹
田

幹
雄

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
八
月
十
四
日
福
岡
家

庭
裁
判
所
柳
川
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切

の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま

す
。平

成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

福
岡
県
み
や
ま
市
瀬
高
町
上
庄
七
九
〇
番
地
二

相
続
財
産
管
理
人

竹
田
千
代
香

福
岡
市
南
区
野
間
一
丁
目
一
〇
番
七
号
二
階
福
岡

南
法
律
事
務
所

右
代
理
人
弁
護
士

椛
島

敏
雅

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
四
千
七
百
万
円
減
少
し

八
億
八
千
三
百
六
十
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
五
日
で
あ

り
、
社
員
総
会
の
決
議
は
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
一
一
七
号
）

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
二
八
号

ジ
ェ
ネ
シ
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

石
田

泉

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
四
千
七
百
万
円
減
少
し

て
八
億
八
千
三
百
六
十
万
円
と
し
、
発
行
済
第
一
優
先
出

資
九
百
四
十
口
を
消
却
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
当
社
の
第
一
優
先
出
資
証
券
を
所
有
す
る
方
は
、
効

力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
に

当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
二
八
号

ジ
ェ
ネ
シ
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

石
田

泉

š™
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